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新
年
明
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
が
、
矢
吹
町
と
全
町
民
に
更
な
る
繁
栄
を
も
た

ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
矢
吹
町
議
会
で
は
、
時
代
に
即
応
で
き
る
議
会
を
め

ざ
し
、
議
会
基
本
条
例
に
次
い
で
議
会
議
員
倫
理
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
議
員
自
ら
の
襟
を
正
す

こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
誓
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
私
た
ち
議
員
一
同
は
、
引
き
続
き
議
会
の

活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
現
在
の
厳
し
い
政
治
経
済
状

況
を
踏
ま
え
、
執
行
機
関
と
切
磋
琢
磨
し
、
主
役
で
あ

る
町
民
の
皆
様
が
安
全
且
つ
安
心
し
て
生
活
出
来
る
、

更
に
住
み
よ
い
矢
吹
町
の
未
来
に
向
け
、
町
民
の
皆
様

と
一
緒
に
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
町
民
各
位
の
御
健
勝
並
び
に
御
多
幸
、
そ

し
て
更
な
る
御
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

矢
吹
町
議
会
議
長
　
熊く
ま

田だ

　
　
宏ひ
ろ
し

～議会本会議の様子がご覧になれます～

　 町 民 の み な さ ん に、
より一層議会活動をご
理解いただくため、２
月１日より、議会本会
議の録画をホームペー
ジ上で閲覧できるよう
になります。
　平成29年12月議会を
手始めに、今後開催さ
れる本会議の模様が順
次 配 信 さ れ ま す の で、
ぜひご覧ください！

※閲覧するには…

　矢吹町ホームページ (http://www.town.yabuki.fukushima.jp/）
⇒矢吹町議会ホームページ⇒｢会議録検索システム｣⇒｢議会中継｣
をクリックしてください。

議会本会議録画の
� 配信スタート!!
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発委第1号　矢吹町議会議員政治倫理条例　(全議員賛成で可決)
 （目　的） 
第�１条　この条例は、 矢吹町議会基本条例 （平成

27年矢吹町条例第23号） 第24条第２項の規定
に基づき、 町政が町民の厳粛な信託によるもの
であることを深く認識しその負託に応えるた
め、 担い手となる矢吹町議会議員 （以下 「議員」 
という。） が、 町民全体の代表者として、 町民の
信頼に値する人格と倫理性を持つよう求められ
ていることを自覚し向上に努めるとともに、 自
己の地位による影響力を不正に行使して自己の
利益を図ることのないよう必要な措置を定め、 
町民も町政に対する正しい認識と自覚を持ち、 
共に公正で開かれた民主的な町政と文化の発展
に寄与することを目的とする。 

 （議員の責務） 
第�２条　議員は、 町民の代表者として町政に関わ

る自らの役割と責任を自覚し、 その使命達成に
努めなければならない。 

２�　議員は、 政治倫理に反する事実があるとの疑
惑を持たれたときは、 その疑惑を解明し、 責任
を明らかにするよう努めなければならない。 

 （納税等状況報告書の提出） 
第�３条　議員は、 矢吹町が徴収する税金等に係る

納税等の状況を記載した報告書 （以下 「納税等
状況報告書」 という。） を、 毎年、 ５月１日から
同月31日までの間 （当該期間内に、 任期満了に
より議員でない期間がある者で当該任期満了に
よる選挙により再び議員となった場合は、 その
議員となった日から起算して30日を経過する
日までの間） に作成し、 納税等の状況を証する
資料を添付のうえ、 遅滞なく議長に提出しなけ
ればならない。 

２�　前項の規定により提出された納税等状況報告
書は、 議長においてその要旨を公表するととも
に、 ５年間保存しなければならない。 

 （政治倫理基準の遵守） 
第�４条　議員は、 公職にある者に対して適用され

る法律のほか、 政治倫理を確立するために議員
として活動する際に、 次に掲げる行動基準 （以
下、 「政治倫理基準」 という。） を遵守しなけれ
ばならない。 

 　⑴�　町民の代表として名誉と品位を損なう行
為を禁止し、 議員としての職務に関し、 その
地位を利用して不正の疑惑を持たれるおそ
れのある行為をしないこと。 

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　⑵�　議員として常に人格と倫理の向上に努め、 
その職務の公正を疑わせるような金品等の授
受の行為をしないこと。 

　⑶�　町 （町の出資法人等 （町が資本金その他こ
れに準じるものの２分の１以上を出資し、 又
は町と密接な関係があると認められる法人を
いう。） を含む。 以下同じ。） が行う許可、 認
可又は請負その他の契約に関し、 特定の企
業、 団体等のためにその地位を利用して有利
な取り計らいをしないこと。 

　⑷�　道路交通法 （昭和35年法律第105号） 第
65条第１項に規定する酒気帯び運転、 その
他の町民の安全安心を脅かすおそれのある違
法行為をしないこと。 

　⑸�　町職員の公正な職務執行を妨げ、 その権限
若しくはその地位による影響力を不正に行使
するような働きかけをしないこと。 

　⑹�　公正な人事を図るため、 町職員 （臨時、 一
般職非常勤職員及び任期付職員を含む。） の
採用、 昇任又は人事異動に関して、 特定の個
人の推薦、 紹介等その地位を利用した影響力
を行使しないこと。 

　⑺�　議員は、 原則として町が補助や助成してい
る団体等 （受益団体） の代表には就任しない
ものとする。 

２�　前項各号に規定する政治倫理基準違反の事実
が公然と摘示された場合は、 当該摘示事実の対
象となった議員 （以下 「対象議員」 という。） 
は、 第９条に定める審査会に出席し疑惑の解明
に当たるとともに、 自ら誠実な態度をもって当
該事実について、 その釈明と責務を明らかにし
なければならない。 

第５条 （政治倫理基準違反に関する説明会） 
第６条 （町との請負契約等に関する遵守事項） 
第７条 （調査の請求） 
第８条 （審査会の設置及び調査の依頼） 

　 ～

第15条 （委任） 
 （施行期日）
　平成30年１月１日施行

※�「発委」は議会の委員会が提出するものです。 
発委第１号は議会運営委員会の発委です。 
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平成29年度
補 正 予 算

　平成29年12月定例会は、12月１日から11日ま
での11日間の会期で開きました。 
　町長提出の議案17件、承認１件、発委１件を審
議しました。

12月定例会のあらまし

審
査
結
果

議
案
第
47
号　
平
成
29
年
度
矢
吹
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
１
９
４
万
９

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
76
億

１
２
３
５
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、

併
せ
て
地
方
債
の
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

　
新
町
西
線
が
３
６
０
０
万
円
の
起

債
を
し
て
整
備
す
る
内
容
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
計
画
が
妥
当
で
あ
る

の
か
、
他
路
線
に
比
べ
優
先
す
る
理

由
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
点
や
郡
山

方
面
や
あ
ゆ
り
温
泉
へ
行
く
場
合
の

使
い
勝
手
の
悪
い
点
、
ま
た
従
前
よ

り
こ
の
事
業
へ
の
疑
義
が
あ
る
点
か

ら
反
対
す
る
。

　
全
般
的
に
町
の
発
展
の
為
に
必
要

な
事
業
を
補
正
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
新
町
西
線
に
つ
い
て
は
現
在
大
手

企
業
が
進
出
の
意
向
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
含
め
、
西
側
開
発
の
核
の
一

つ
と
し
て
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
道
路
整
備
の
必
要
性
も

あ
る
の
で
賛
成
す
る
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

議　案 施　設　名 指定管理者となる団体 審査の結果
第41号 矢吹町屋内外運動場 株式会社フクシ･エンタープライズ　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決
第42号 矢吹町保健福祉センター 社会福祉法人矢吹町社会福祉協議会　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決
第43号 矢吹町健康センター 伸和建設株式会社　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決
第44号 矢吹町ふれあい農園 伸和建設株式会社　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決
第45号 矢吹町コミュニティプラザ・町営駐車場 株式会社　Ｒ(アール)　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決
第46号 矢吹町公園　中町ポケットパーク 第１区行政区　平成30年４月から３年間 全員賛成で可決

議　案 会　計　別 補正額 補正内容 審査の結果
第48号 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 401千円増額 国庫負担金償還金の精査等 全員賛成で可決
第49号 公共下水道事業特別会計 3,493千円増額 受益者負担金前納報奨金等 全員賛成で可決
第50号 農業集落排水事業特別会計 443千円増額 人件費の精査 全員賛成で可決
第51号 介 護 保 険 特 別 会 計 15,956千円増額 国庫負担金償還金の精査等 全員賛成で可決
第52号 後期高齢者医療特別会計 9,225千円増額 保健事業負担金等 全員賛成で可決

第53号 水道事業会計
収益的支出 1,142千円減額 人件費の精査等

全員賛成で可決
資本的支出 24,000千円増額 配水管敷設工事等

そ　の　他　の　補　正　予　算

議　案 条　例　名 改正の内容 審査の結果
第40号 消防団設置等に関する条例 機能別消防団制度導入に係る改正 全員賛成で可決

第54号 議会議員の議員報酬等に関する条例 職員の給与に関する条例の改正をふまえ
て、期末手当を0.05月分引き上げる改正 全員賛成で可決

第55号 矢吹町長等の給与及び旅費に関する条例 職員の給与に関する条例の改正をふまえ
て、期末手当を0.05月分引き上げる改正 全員賛成で可決

第56号 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例
県人事委員会勧告を踏まえ、若年層の給
与月額0.1％引き上げ、勤勉手当0.1か月
分引き上げの改正

全員賛成で可決

条　　例　　改　　正

指　定　管　理　者　の　指　定
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主
な
質
疑
・
賛
否
表

《
保
健
福
祉
課
》

Ｑ
．
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

の
必
要
性
は
、
町
独
自
の

も
の
か
。

Ａ
．
今
回
の
改
修
は
介
護

保
険
の
制
度
改
正
に
伴
っ

て
の
改
修
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
シ
ス
テ
ム
の
変
更
内

容
は
。

Ａ
．
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
、
自
己
負
担
限

度
額
の
見
直
し
等
で
あ
り

ま
す
。

Ｑ
．
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
料
金
は
。

Ａ
．
年
額
３
３
５
万
３
千

円
で
す
。

Ｑ
．
矢
吹
町
健
康
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
料
金
は
。

Ａ
．
年
額
３
８
９
０
万
１

千
円
で
す
。
ふ
れ
あ
い
農

園
の
管
理
料
も
含
み
ま
す
。

《
産
業
振
興
課
》

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
及
び
町
営
駐
車
場
の
指

定
管
理
料
金
は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
年
額
１
６
９
８
万
１

千
円
で
す
。

Ｑ
．
指
定
管
理
者
の
Ｒ

（
ア
ー
ル
）
は
ど
の
よ
う

な
会
社
か
。

Ａ
．
代
表
者
は
、
伸
和
建

設
株
式
会
社
代
表
と
同
じ

で
す
。

Ｑ
．
管
理
料
が
、
こ
の
年

額
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
．
提
示
し
た
内
容
に
基

づ
き
、
株
式
会
社
Ｒ
の
積

算
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
．
土
地
の
賃
借
料
に
つ

い
て
、
大
正
ロ
マ
ン
館
の

駐
車
場
の
当
初
計
画
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
．
当
初
は
白
河
信
金
と

福
銀
の
駐
車
場
を
借
り
る

予
定
で
し
た
。

Ｑ
．
今
後
も
継
続
借
地
し

て
支
出
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
大
正
ロ
マ
ン
に
限
定

し
た
訳
で
な
く
、
周
辺
地

域
の
商
店
も
利
用
出
来
る

様
に
考
え
て
お
り
、
商
店

街
の
振
興
の
点
か
ら
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
大
正
ロ
マ
ン
の
館
の

委
託
料
以
外
に
支
払
い
は

な
い
か
。

Ａ
．
収
支
報
告
は
赤
字
で

あ
る
が
、
補
て
ん
は
し
て

い
な
い
。

《
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
》

Ｑ
．
機
能
別
消
防
団
員
を

20
名
予
定
し
て
い
る
が
、

募
集
は
町
全
体
で
行
う
の

か
、
各
分
団
で
行
う
の
か
。

Ａ
．
募
集
に
つ
い
て
は
２

月
広
報
で
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
各
分
団
に
お

い
て
も
Ｏ
Ｂ
団
員
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
災
害
公
営
住
宅
の
法

面
の
管
理
と
ゴ
ミ
の
投
げ

捨
て
の
対
応
は
。

Ａ
．
現
地
を
確
認
し
都
市

整
備
課
と
定
期
的
に
管
理

し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
消
防
署
の
移
設
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

移
設
場
所
は
ど
こ
か
。

Ａ
．
現
在
の
消
防
署
の
近

く
で
幹
線
道
路
に
面
し
た

場
所
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

《
子
育
て
支
援
課
》

Ｑ
．
矢
吹
町
屋
内
外
運
動

場
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
、
一
社
し
か
応
募
が
な

か
っ
た
が
選
定
委
員
会
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
．
選
定
委
員
会
に
お
い

て
、「
利
用
者
の
要
望
・

苦
情
処
理
」「
施
設
の
安

全
管
理
」
等
の
17
の
評
価

項
目
を
設
け
て
審
査
基
準

と
し
、
各
委
員
200
点
中
６

割
を
最
低
基
準
と
し
て
選

定
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
本
社
は
、
東
京
に

あ
っ
て
従
業
員
は
継
続
雇

用
と
い
う
こ
と
は
、
本
社

か
ら
は
何
人
く
ら
い
常
駐

す
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
．
本
社
か
ら
は
責
任
者

と
い
う
こ
と
で
常
駐
す
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
本
社
、
地
元
を
含
め

て
何
人
体
制
で
運
営
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
．
平
日
は
、
責
任
者
を

含
め
５
名
、
土
日
祝
日
は

７
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
町
外
の
利
用
者
は
ど

の
く
ら
い
か
。

Ａ
．
約
１
万
５
千
名
で
す
。

《
都
市
整
備
課
》

Ｑ
．
下
水
道
事
業
の
歳
入

で
１
５
４
０
万
円
の
財
源

組
み
替
え
は
な
ぜ
か
。

第406回議会（12月）定例会議案 賛否表
　採決の結果、賛否の分かれた議案のみ標示しました。他議案については全員賛成により、可決されました。

○は賛成、×は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示
12
月
議
会

議　案　名　称　等
議
員
名可･

否

冨
永
創
造

三
村
正
一

安
井
敬
博

加
藤
宏
樹

薄
葉
好
弘

鈴
木
一
夫

青
山
英
樹

大
木
義
正

栗
崎
千
代
松

角
田
秀
明

吉
田　

伸

藤
井
精
七

鈴
木
隆
司

熊
田　

宏

議案 第47号 平成29年度　矢吹町一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

Ａ
．
当
初
の
繰
入
分
は
基

準
外
繰
入
で
交
付
税
措
置

が
な
か
っ
た
が
、
今
回
下

水
道
事
業
債
の
特
別
措
置

分
で
財
源
措
置
が
さ
れ
る

の
で
町
全
体
と
し
て
有
利

な
借
入
に
な
る
と
の
判
断

で
す
。

Ｑ
．
中
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
指
定
管
理
者
の
選
定

で
公
募
し
な
い
訳
は
。

Ａ
．
今
回
の
指
定
管
理
の

内
容
は
維
持
管
理
の
み
な

の
で
１
区
自
治
会
と
し
た
。

Ｑ
．
震
災
時
の
避
難
場
所

も
兼
ね
て
い
る
が
夜
間
は

ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
．
原
則
閉
鎖
し
な
い
考

え
で
あ
る
。
照
明
に
つ
い

て
は
、
最
終
電
車
の
１
時

間
後
ま
で
で
消
灯
な
ど
の

対
応
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
指
定
管
理
の
金
額

は
。

Ａ
．
年
額
20
万
円
で
す
。
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議
　
会
　
懇
　
談
　
会

開催日時　平成29年10月17日
　　　　　　午前10時より11時30分まで
場　　所　中央公民館大ホール
開催日時　平成29年11月21日
　　　　　　午後７時より９時まで
場　　所　文化センター小ホール
参加者合計　121名

平成29年度　議会懇談会を開催いたしました

主な質問・ご意見と回答（要旨）

開催趣旨
　議会の活動や審議内容を町民の方々に知って
いただき、ご意見やご要望を今後の活動や町づ
くりに反映させていきます。

　懇談会における、議会に対するご意見・要望等については、議会活動の一環として要望に対する考えを議論し
てまいります。また町政に対する要望等については、議長から町長へ文書で報告し、必要な対応を求めていきま
す。尚、紙面の都合上、ここでは内容の一部のみを掲載しております。

Ｑ�このような借金を作ってまでも、仕事をする必
要があるのか、議員それぞれの意見を聞きた
い。

Ａ�議会活性化でスタートしたこの懇談会では、議
会の報告であって議員一人ひとりの発言はしな
いことになっています。

Ｑ�道の駅よりも、特別養護老人ホームを町で作っ
て頂きたい。

Ａ�町で建設するには財政を考えないといけない。
現在特別養護老人ホームの公募に２社が応募し
ている状況である。

Ｑ�議会だよりに賛成・反対討論者の名前を入れる
のは不都合なことがあるのか。

Ａ�不都合はない。名前を入れるかは一度預かる。

Ｑ�道路側溝堆積物撤去処理事業で、１区２区の進
み具合は。

Ａ29年度から調査に入り、30年度より撤去処理
となる。

Ｑ�議員議論の場である委員会の傍聴はできないの
か。

Ａ�現在傍聴できるスペースがないのでできませ
ん。要望として受け止めます。真摯に検討しま
す。

Ｑ�私たちは、家庭で収支を考えている。町の財政
も同じではないか、道の駅はすでに遅しではな
いか。

Ａ�道の駅については、国の認可を待っているとこ
ろです。運営はやり方にもよります。

Ｑ�議会進行について、討論は可否交互の原則があ
るが守られていない。

Ａ�交互の原則は守られている。

Ｑ�議会の活性化への取り組みに対して議員への効
果は。

Ａ�議会定数が削減され、前回の無投票から激戦に
なった。議会で一般質問型式が一問一答にな
り、質問や答弁が深く掘り下げられる。議会条
例に定められている議会報告会も開いている。
12月議会に倫理条例の提出がある。
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  藤
ふ じ い
井　精

せいしち
七　議員

町の歴史文化を正しく次世代に

答 デジタルアーカイブ化で対応する

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
早
期
試
験
運
行
を

答 

健
康
バ
ス
の
拡
充
を
検
討

あゆり温泉健康バス

現在の矢吹中・旧Ｄ棟内

藤
井　
高
齢
者
が
な
か
な

か
免
許
証
を
返
納
で
き
な

い
、
手
放
せ
な
い
、
車
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
そ
う
い
う
今
の
状
況

で
す
。

　
試
験
運
行
を
行
い
、
早

い
時
期
で
の
現
在
の
町
の

状
況
を
知
る
必
要
が
あ

る
。
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

町
長　
商
店
や
病
院
、
公

共
施
設
等
を
利
用
す
る
た

め
の
町
内
循
環
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
、
近
隣
町
村
で

実
施
し
て
い
る
民
間
タ
ク

シ
ー
の
一
部
助
成
制
度
な

ど
を
参
考
に
、
あ
ゆ
り
温

藤
井　

矢
吹
町
の
歴
史
、

文
化
を
次
の
世
代
に
正
し

く
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

教
育
的
に
も
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
先
人
が
残
し
て
き
た
、

歴
史
的
、
文
化
的
に
大
切

な
資
料
を
、
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
活
用
し
て
い
く

の
か
、
教
育
長
の
考
え
を

伺
う
。

教
育
長　
町
の
文
化
財
は

町
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
、
失
え
ば
先
人
が
残
し

て
く
れ
た
も
の
を
、
後
世

の
人
た
ち
が
活
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
護
な
く
し
て
活
用
な

し
を
肝
に
銘
じ
、
保
護
に

泉
を
拠
点
と
し
た
健
康
バ

ス
の
コ
ー
ス
変
更
・
停
留

所
の
拡
充
や
、
民
間
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
試
験
運

行
を
検
討
す
る
た
め
の
協

議
会
の
立
ち
上
げ
を
年
明

け
早
々
に
も
検
討
し
て
い

き
、
実
施
に
つ
な
げ
、
矢

吹
町
に
最
適
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

尽
く
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
早
期
に
歴
史
民
俗
資

料
館
を
建
設
し
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
の
願
い
も
あ

り
、
事
業
費
が
増
大
す
る

た
め
、
当
面
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
が
で

き
る
ま
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
対
応

や
、
矢
吹
中
旧
Ｄ
棟
で
資

料
を
保
存
で
き
る
よ
う
、

空
調
設
備
等
を
来
年
度
予

算
で
認
め
て
も
ら
う
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  大
おお
木
き
　義
よしまさ
正　議員

羽鳥用水の水不足解消を

答 関係機関と協議する

学
校
給
食
施
設
の
整
備
方
針
は

答 

セ
ン
タ
ー
方
式
が
望
ま
し
い

大
木　
来
年
度
か
ら
三
神

の
白
山
地
区
、
神
田
西
地

区
の
水
田
約
19
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
米
作
り
が
出
来
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
遊
休
耕
作
地
や
耕
作

放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
対

策
と
し
て
、
転
作
を
ど
う

支
援
す
る
の
か
。
ま
た
、

三
神
地
区
に
お
け
る
羽
鳥

用
水
の
慢
性
的
な
水
不
足

に
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　
矢
吹
原
土
地
改
良

区
で
行
っ
た
受
益
者
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
座

談
会
で
の
意
見
聴
取
の
結

果
、
当
該
地
区
の
一
部
地

域
約
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
改

良
区
か
ら
の
除
外
申
請
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
当
該
地
域
は
羽
鳥
ダ
ム

か
ら
の
水
が
不
足
し
、
米

の
生
育
不
足
や
品
質
の
低

下
等
で
、
農
業
所
得
が
減

少
し
苦
し
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
関
係
機
関
と
水
不

足
へ
の
対
応
協
議
を
行

い
、
除
外
地
区
の
受
益
者

に
対
す
る
説
明
会
で
、
国

交
付
金
を
活
用
し
た
大
豆

と
ソ
バ
の
作
付
け
の
推
進

や
、
収
益
向
上
が
見
込
め

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
タ
マ

ネ
ギ
の
作
付
け
を
推
奨

し
、
高
齢
で
営
農
困
難
な

方
へ
は
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
た
、
農
地
貸

し
借
り
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
水
不
足
に
対
し
て
は
、

受
益
者
全
員
に
対
し
、
通

水
計
画
及
び
羽
鳥
用
水
の

適
正
管
理
の
徹
底
に
つ
い

て
通
知
し
ま
し
た
。
水
系

役
員
に
も
、
用
水
の
無
駄

遣
い
が
あ
れ
ば
、
改
良
区

へ
通
報
し
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
三
神
揚
水
ポ
ン
プ

の
改
修
費
用
の
一
部
助
成

を
し
ま
し
た
。

　
天
候
次
第
で
は
来
年
度

以
降
も
水
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
関
係
機
関
と

協
議
し
基
盤
整
備
事
業
や

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

大
木　
町
内
４
小
学
校
の

給
食
施
設
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
将
来
は
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
る
給
食
を

検
討
し
た
い
と
し
て
い
る

が
、
現
在
ど
の
程
度
ま
で

協
議
が
進
ん
で
い
る
の

か
。

　
セ
ン
タ
ー
方
式
と
し
た

場
合
、
幼
・
小
、
中
学
の

ど
の
範
囲
ま
で
が
対
象
と

な
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣

自
治
体
と
の
共
同
建
設
も

検
討
す
る
の
か
伺
う
。

教
育
長　
現
在
小
中
学
校

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に

給
食
室
を
備
え
、
各
校
で

調
理
す
る
自
校
方
式
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
中
学

校
を
除
い
て
、
施
設
の
老

朽
化
や
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
に
基
づ
く
衛
生
管

理
等
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

教
育
委
員
会
で
は
、
セ
ン

タ
ー
方
式
の
採
用
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
方
式
に
向
け

た
協
議
、
検
討
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
町
単
独
に
よ

る
整
備
と
と
も
に
、
本
町

と
同
じ
く
施
設
の
老
朽
化

を
抱
え
て
い
る
近
隣
自
治

体
と
の
広
域
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
か
ら
事
務
レ
ベ
ル
で
の

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
対
象
施
設
は
小
中

に
幼
稚
園
を
加
え
、
園
児

児
童
生
徒
数
と
教
職
員
数

の
合
計
約
１
千
８
百
食
の

規
模
で
す
。
設
置
基
準
で

施
設
内
に
調
理
室
が
必
要

な
保
育
園
は
除
外
し
ま

す
。

矢吹小の給食室
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

鈴
すず
木
き
　隆
たか
司
し
　議員

駅
周
辺
都
市
再
生
整
備
計
画
と

に
ぎ
わ
い
は

答 

４
万
７
千
人
が
訪
れ
て
い
る

鈴
木　

町
は
こ
れ
ま
で
、

街
な
か
の
「
に
ぎ
わ
い
創

出
」
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。（
資
料
１
）

　
こ
の
こ
と
に
関
し
①
こ

れ
ま
で
の
効
果
②
今
後
、

町
外
の
人
を
対
象
と
し
た

交
流
人
口
の
「
に
ぎ
わ

い
」
を
ど
う
創
出
し
て
い

く
の
か
③
駅
東
口
広
場
と

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
活
用

方
法
は
ど
う
す
る
か
を
伺

う
。

町
長　
①
駅
観
光
案
内
所

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は

10
月
末
現
在
で
９
千
８
百

人
、
屋
内
外
運
動
場
は
、

今
年
度
10
月
末
現
在
で
３

万
１
千
人
、
大
正
ロ
マ
ン

の
館
の
利
用
者
を
合
わ
せ

る
と
４
万
７
千
人
を
超
え

る
町
内
外
の
方
々
が
訪
れ

て
お
り
ま
す
。
②
現
在
整

備
中
の
中
町
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
で
は
、
軽
ト
ラ
市

の
開
催
や
、
商
工
会
主
催

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
矢
吹

バ
ン
ド
連
合
会
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
が
検
討
さ
れ
、
今

後
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

複
合
施
設
も
図
書
館
、
中

央
公
民
館
、
子
育
て
支

援
、
観
光
交
流
の
機
能
の

集
約
で
こ
れ
ま
で
以
上
の

利
用
が
見
込
ま
れ
、
商
工

会
等
関
係
団
体
と
協
力

し
、
既
存
施
設
と
も
連
携

し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
を
行
い
ま
す
。
③

今
、
使
い
分
け
る
と
い
う

よ
う
な
考
え
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。

町独自の返済のない基金の設立を
答 財政状況など考慮しながら検討深める

鈴
木　
子
供
や
若
者
支
援

策
と
し
て
、
課
外
活
動
へ

の
支
援
基
金
や
町
独
自
の

奨
学
金
制
度
の
確
立
の
観

点
か
ら
①
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
等
の
活
動
団
員
の
減
少

の
理
由
と
し
て
、
金
銭
的

負
担
や
保
護
者
の
サ
ポ
ー

ト
負
担
に
対
す
る
町
の
認

識
②
返
済
の
な
い
奨
学
金

を
国
（
資
料
２
）
と
同
調

し
て
設
立
で
き
な
い
か
を

伺
う
。

町
長　
若
者
支
援
策
の
一

つ
と
し
て
、
町
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
が
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

基
金
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
目
的
や
適
用
方
法
な

ど
を
明
確
に
定
め
た
上
、

条
例
制
定
す
る
必
要
か

ら
、
重
要
か
つ
目
的
に

沿
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

教
育
長　
①
団
員
数
の
減

少
の
要
因
は
少
子
化
や
、

屋
内
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
過

ご
す
、
共
働
き
に
よ
る
送

迎
困
難
な
ど
一
様
に
整
理

で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

理
事
会
に
お
い
て
金
銭
的

負
担
や
保
護
者
負
担
に
つ

い
て
現
状
を
把
握
し
、
増

員
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
を
具
体
的
に
協
議

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
国
や
近
隣
市
町
村
な
ど

各
団
体
の
動
向
や
町
の
財

政
状
況
な
ど
考
慮
し
な
が

ら
よ
り
よ
い
奨
学
金
制
度

と
な
る
よ
う
検
討
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

（資料１）駅周辺施設（予定含）

大正ロマンの館 約6,200万円

屋内外運動場 約６億8,500万円

災害公営住宅（中町第１） 約３億6,500万円

　　　〃　　　（中町第２） 約４億円

　　　〃　　　（中町第３） 約７億3,500万円

１区自治会館 約２億3,400万円

ポケットパーク 約１億5,000万円

複合施設 約16億円

（資料２）

　平成30年度より、大学等の進学予定者のう
ち住民税非課税世帯、生活保護受給世帯を対
象。
　国公立・私立。自宅、自宅外の区別により、
月２万円から月４万円を給付。
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（
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質
問
）

冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

復興の『明かし』として！

答 オブジェやモニュメントを考える

冨
永　
⑴　
い
ま
計
画
さ

れ
て
い
る
「
道
の
駅
」 

が
、
本
町
に
最
も
必
要
と

さ
れ
る
理
由
は
何
か
。

⑵　
「
道
の
駅
」
の
実
現

は
、
新
た
な
公
共
施
設
の

増
設
に
な
る
が
、
本
町
の

財
政
運
営
の
視
点
か
ら
問

題
は
な
い
の
か
。

⑶　
復
興
と
し
て
の
オ
ブ

ジ
ェ
か
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置
が
複
合
施
設
に
ふ
さ

わ
し
い
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
最
も
必
要
と
さ
れ

る
理
由
と
し
て
、
震
災
か

ら
の
復
興
、
地
方
創
生
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、

「
第
６
次
矢
吹
町
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
」
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ

け
、
地
域
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
二
つ
目
と
し
て

は
、
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
休
憩
施
設
を
提
供

し
、
矢
吹
町
の
情
報
を
全

国
へ
発
信
す
る
こ
と
の
重

要
性
で
あ
り
ま
す
。
三
つ

目
と
し
て
、
道
の
駅
は
、

地
域
の
雇
用
や
活
性
化
に

カ
ブ
ト
エ
ビ
農
法
の
米
づ
く
り
は

答 

重
要
な
の
は
カ
ブ
ト
エ
ビ
の
ふ
化

カブトエビ

田んぼの学校

大
き
く
寄
与
す
る
。
次
に

財
政
運
営
に
つ
い
て
で
あ

る
が
財
政
指
標
の
目
標
を

掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
政

策
実
現
と
健
全
な
財
政
運

営
を
同
時
に
進
め
て
い

る
。
効
率
的
な
運
営
を
図

り
な
が
ら
経
営
の
安
定

化
、
財
政
健
全
化
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。
財
源
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
民
間

資
金
の
活
用
や
国
の
補
助

事
業
と
し
て
「
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
」「
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
」
等

を
予
定
し
て
い
る
。
次
に

「
オ
ブ
ジ
ェ
」
や
「
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

は
議
員
ご
提
案
の
と
お
り

設
置
に
つ
い
て
は
私
自
身

も
復
興
事
業
の
ひ
と
区
切

り
と
し
て
、
是
非
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
た
。

業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・��

町
民
の
防
災
意
識
の
啓

発
と
共
助
の
輪
の
取
り

組
み

冨
永　
⑴
有
機
・
特
別
栽

培
農
業
の
規
模
拡
大
を
今

以
上
に
推
進
す
る
考
え
は

な
い
か
。

⑵　

学
校
給
食
を
全
て
、

地
元
の
有
機
米
で
ま
か
な

う
と
い
う
考
え
は
な
い

か
。

⑶　
カ
ブ
ト
エ
ビ
農
法
に

よ
る
有
機
米
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
普
及
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
有
機
・
特
別
栽
培

農
業
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
大
量
生
産
は

困
難
で
あ
る
が
地
域
の
特

色
を
生
か
し
、
付
加
価
値

を
付
け
た
農
産
物
の
生

産
・
販
売
を
行
う
こ
と
に

よ
り
所
得
向
上
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。
次
に
学

校
給
食
を
全
て
、
地
元
の

有
機
米
で
ま
か
な
う
と
い

う
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
カ
ブ

ト
エ
ビ
農
法
の
米
作
り
に

つ
い
て
は
、
ふ
化
が
一
番

重
要
で
あ
り
水
温
等
の
条

件
が
整
え
ば
大
量
発
生
に

よ
る
有
機
農
法
の
実
用
化

を
目
指
し
て
い
く
。
今
後

は
自
然
と
共
生
し
た
、
安

全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
農
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台風21号の農業への被害は

答 収量・品質に低下なし

側
溝
堆
積
物
の
撤
去
処
理
は

答 

実
施
可
能
な
路
線
は
全
て
実
施

薄
うすば
葉　好

よしひろ
弘　議員

台風による被害

薄
葉　
台
風
21
号
の
影
響

に
よ
り
阿
武
隈
川
が
増
水

し
越
水
し
て
農
地
が
水
没

す
る
被
害
が
あ
っ
た
が
、

農
作
物
へ
の
被
害
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
農
道

や
水
田
の
用
排
水
路
等
や

農
地
へ
の
被
害
の
状
況
と

対
応
は
ど
う
し
た
の
か
。

阿
武
隈
川
が
増
水
に
よ
り

阿
由
里
川
の
堤
防
の
一
部

が
崩
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
被
害
の
状
況
と
対
応

は
ど
う
し
た
の
か
。

町
長　
阿
武
隈
川
が
増
水

し
、
谷
中
地
区
で
一
部
の

水
田
が
冠
水
し
た
が
水
稲

の
登
熟
期
も
過
ぎ
、
冠
水

時
間
も
短
く
被
害
は
無

い
。
他
の
作
物
も
、
町
内

両
Ｊ
Ａ
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
被
害
は
無
か
っ
た
。

農
道
や
農
地
等
へ
の
被
害

状
況
及
び
対
応
は
水
田
で

の
農
地
災
害
が
１
件
、
用

排
水
路
の
農
業
施
設
災
害

２
件
で
、
農
地
災
害
は
一

本
木
地
区
に
お
い
て
水
田

法
面
が
15
メ
ー
ト
ル
に
渡

り
崩
落
し
て
い
る
。
農
業

施
設
災
害
は
東
の
内
地
区

薄
葉　
道
路
等
の
側
溝
堆

積
物
に
よ
る
放
射
能
濃
度

測
定
を
地
区
ご
と
に
、
路

線
数
と
何
か
所
を
対
象
と

し
て
サ
ン
プ
ル
調
査
を
実

施
し
た
の
か
。
幼
稚
園
・

学
校
等
に
付
随
す
る
道
路

等
を
優
先
し
て
対
応
す
る

予
定
は
な
い
の
か
。
町
内

全
線
の
側
溝
堆
積
物
を
撤

去
処
理
す
る
の
か
。
ま

た
、
実
施
す
る
際
に
は
、

実
施
路
線
の
行
政
区
長
へ

連
絡
を
し
て
か
ら
行
う
の

か
。

町
長　
サ
ン
プ
ル
調
査
に

つ
い
て
は
町
内
４
地
区
か

ら
合
計
40
路
線
、
40
箇
所

を
選
定
し
、
汚
染
状
況
調

査
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
町
の
放
射
能
測

定
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
放

射
能
濃
度
を
測
定
い
た
し

ま
し
た
。
町
内
の
測
定
結

果
は
環
境
省
の
指
定
す
る

基
準
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
の
放
射
濃
度
８
千
ベ

ク
レ
ル
を
大
き
く
下
回

り
、「
指
定
廃
棄
物
」
で

は
な
く
、「
一
般
廃
棄
物
」

ま
た
は
「
産
業
廃
棄
物
」

と
し
て
処
分
可
能
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
幼

稚
園
・
学
校
等
が
存
在
す

る
場
合
は
、
堆
積
土
砂
の

撤
去
処
理
を
優
先
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
調
整
し
、

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
と

と
も
に
、
ひ
い
て
は
町
民

そ
の
他
の
質
問
事
項

・��

学
力
向
上
の
対
策
に
つ

い
て

に
お
い
て
大
型
の
水
路
敷

が
22
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
崩

落
し
、
松
倉
地
区
に
お
い

て
は
用
排
水
路
が
５
メ
ー

ト
ル
崩
落
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
一
本
木
地
区
の
農

地
災
害
と
東
の
内
地
区
に

お
け
る
農
業
施
設
災
害
に

お
い
て
は
国
の
「
農
地
農

業
施
設
災
害
復
旧
事
業
」

を
活
用
し
た
復
旧
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
松
倉
地

区
の
用
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
規
模
が
軽
度

の
た
め
、
町
単
独
の
復
旧

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

阿
由
里
川
堤
防
に
小
規
模

な
崩
れ
等
の
状
況
を
確
認

し
た
が
、
緊
急
に
改
修
工

事
等
が
必
要
な
状
況
で
は

な
い
が
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
行

く
。
阿
武
隈
川
の
当
該
漏

水
に
つ
い
て
は
地
元
水
防

団
で
月
の
輪
工
法
に
よ
る

土
の
う
積
み
を
行
い
漏
水

対
策
を
、
ま
た
県
石
川
土

木
事
務
所
に
よ
り
大
型
土

の
う
を
設
置
し
応
急
対
策

を
実
施
し
て
い
る
。

の　
皆
様
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
快
適
な
生
活
空

間
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。
国
道
の
側
溝
の
堆
積

物
に
つ
い
て
は
、
道
路
除

染
に
よ
り
撤
去
処
理
が
完

了
し
て
い
る
。
県
道
に
つ

い
て
は
、
一
部
の
県
道
に

お
い
て
実
施
済
み
、
今
後

矢
吹
町
の
計
画
に
合
わ
せ

て
事
業
を
実
施
す
る
。
矢

吹
第
１
地
区
内
の
地
域
に

お
い
て
現
地
調
査
を
す
る

た
め
、
町
で
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
に
発
注
し

て
お
り
、
結
果
を
踏
ま

え
、
町
道
や
私
道
な
ど
実

施
可
能
な
路
線
は
全
て
実

施
す
る
。
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三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員

新町西道路の整備と
� 西側地域の開発計画は

答 乱開発を防ぎ、地権者会を検討

三
村　
１
．
新
町
西
道
路

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
整
備
の
緊
急
性
と

大
型
店
舗
等
の
出
店
予
定

は
あ
る
の
か
伺
う
。

２
．
地
権
者
の
陳
情
で
は
、

西
側
開
発
が
メ
イ
ン
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
道
路
整

備
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
並

行
し
て
区
画
整
理
事
業
等

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　
県
道
棚
倉
矢
吹
線

と
国
道
４
号
線
交
差
点
南

側
と
新
町
西
線
の
間
、
敷

地
面
積
約
１
万
５
千
㎡
の

と
こ
ろ
に
、
全
国
３
７
１

店
舗
、
九
州
・
中
国
地
区

あ
ゆ
り
温
泉
、
お
試
し
宿
泊
の

�

運
営
と
管
理
料
は

答 

矢
吹
町
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
、

�

管
理
料
は
人
件
費
等
へ

を
中
心
に
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
事
業
を
展
開
す
る
企

業
の
進
出
計
画
が
協
議
さ

れ
て
い
て
、
平
成
31
年
度

中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
関
係
者
と
の
協
議
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
業
施
設
以
外
の
土
地

の
面
的
な
開
発
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
計
画
は
現
在

は
な
い
が
、
乱
開
発
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
今
後
早

い
時
期
に
計
画
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
土
地
の
有
効
活
用
を

ど
う
図
る
か
、
地
権
者
会

と
い
う
も
の
を
含
め
て
立

ち
上
げ
る
こ
と
の
是
非
も

含
め
検
討
し
た
い
。

三
村　
１
．
移
住
・
定
住

者
増
加
の
た
め
の
お
試
し

宿
泊
施
設
の
設
置
で
あ
る

が
、
町
の
税
金
を
使
っ

て
、
町
民
が
泊
ま
れ
な
い

施
設
は
、
町
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
と
思
う
が
、 

考
え
を
伺
う
。

２
．
サ
ウ
ナ
風
呂
の
施
設

で
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
指
定
管
理
料

の
増
加
と
お
試
し
宿
泊
の

利
用
予
定
日
数
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長　

お
試
し
宿
泊
は

「
矢
吹
町
健
康
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
業
務
に
含
め

る
こ
と
で
運
営
し
ま
す
。

宿
泊
と
し
て
の
利
用
は

「
お
試
し
移
住
体
験
」
の

方
の
み
を
対
象
と
し
、
利

そ
の
他
の
質
問
事
項

・��

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
つ
い
て

用
が
な
い
日
は
、
一
定
時

間
単
位
で
、
町
民
の
方
も

利
用
で
き
る
日
帰
り
で
の

個
室
運
営
も
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
指
定
管
理
料
は

年
額
３
７
７
３
万
２
千
円

で
、
次
期
管
理
料
は
年
額

３
８
９
０
万
１
千
円
に
な

る
試
算
で
す
。

　
お
試
し
宿
泊
者
か
ら
は

宿
泊
料
金
を
徴
収
し
な
い

こ
と
か
ら
、
人
件
費
は
指

定
管
理
料
で
見
込
む
が
、

利
用
実
績
か
ら
指
定
管
理

料
の
変
更
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長　
宿
泊
施

設
の
利
用
回
数
は
、
月
２

回
を
積
算
し
て
い
ま
す
。

商業施設ゾーン予定地

あゆり温泉
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

安
やす
井
い
　敬
たか
博
ひろ
　議員

安
井　
当
町
で
待
機
児
童

を
解
消
で
き
な
い
要
因
は

保
育
士
不
足
に
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
状
の
待
機

児
童
数
と
そ
の
解
消
の
た

め
に
何
名
の
保
育
士
が
必

要
な
の
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の

就
業
の
た
め
に
も
、
長
期

的
に
保
育
士
を
確
保
し
、

待
機
児
童
を
な
く
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
対

策
は
。

教
育
長　
待
機
児
童
数
10

月
１
日
時
点
で
は
22
人
で

す
。

子
育
て
支
援
課
長　
22
人

の
待
機
児
童
に
対
し
て
、

７
人
か
ら
10
人
の
職
員
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　
不
足
す
る
保
育

士
確
保
の
た
め
保
育
士
養

成
学
校
へ
の
訪
問
、
町
内

の
保
育
園
等
の
求
人
及
び

保
育
士
就
職
準
備
金
等
の

情
報
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
次
に
、
保
育
士
確
保

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

国
の
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

に
関
す
る
、
保
育
人
材
確

保
に
よ
る
保
育
士
の
業
務

負
担
の
軽
減
を
図
る
方
策

と
支
援
に
つ
い
て
、
国
の

動
き
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

　
町
内
保
育
所
・
幼
稚
園

で
の
中
高
生
に
よ
る
職
場

体
験
の
実
施
、
保
育
士
修

審議委員には様々な立場の方が参画すべき
答 大変重要と認識

そ
の
他
の
質
問
事
項

・��

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て

学
資
金
貸
付
資
金
、
奨
学

金
の
貸
与
等
の
情
報
提
供

で
、
新
卒
者
及
び
潜
在
保

育
士
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

保
育
士
不
足
対
策
で

�

待
機
児
童
の
解
消
を

答 
保
育
士
確
保
の
た
め
の
訪
問

�

情
報
提
供
を
し
て
い
る　
　

ワークショップ

安
井　
だ
れ
も
が
住
み
や

す
い
町
に
す
る
に
は
、
障

が
い
を
持
っ
た
方
、
お
年

寄
り
、
子
供
な
ど
が
、
円

滑
に
移
動
や
用
を
足
せ
る

こ
と
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
す
べ
き
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ

う
し
た
方
々
か
ら
も
、
各

種
審
議
委
員
に
選
考
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
や
経
験

を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長　
審
議
会
委
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
審
議
内
容

を
熟
知
し
て
い
る
団
体
か

ら
の
推
薦
者
、
適
任
者
を

選
任
、
ま
た
、
町
民
か
ら

の
公
募
に
よ
る
委
員
選
考

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
体
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
や
高
齢
者
、
子
ど
も

な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方

の
目
線
や
経
験
に
基
づ
い

た
対
策
や
手
法
を
と
り
い

れ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
公
募

に
よ
る
委
員
選
考
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
立
場
か
ら
の
意

見
等
を
い
た
だ
く
場
と
し

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

説
明
会
を
開
催
し
、
意
見

等
を
集
約
し
て
計
画
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

保育士就学資金貸付金
　矢吹町内の保育園等へ就職する
保育士応援貸付金。２年以上の勤
務者は返還免除制度。詳しくは子
育て支援課または町ホームページ。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

人口減少による今後の町収入は

答 持続可能な財政構造を堅持していく

青
山　
５
年
後
の
矢
吹
町

の
人
口
予
測
は
、
１
万  

７
４
６
８
人
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
月

の
広
報
誌
で
は
、
こ
れ
を

は
る
か
に
下
回
る
１
万
７

１
９
５
人
と
あ
る
。
人
口

減
少
の
影
響
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
少
等
に
よ

り
、
今
後
町
収
入
は
ど
の

よ
う
に
推
計
さ
れ
る
の
か

尋
ね
ま
す
。

町
長　
人
口
の
減
少
に
つ

い
て
は
、
人
口
急
減
に
対

す
る
措
置
が
な
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
算
定
に
か

か
る
測
定
単
位
の
減
少
が

影
響
し
、
基
準
財
政
需
要

額
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
の
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
と
い
っ
た
全

国
的
な
社
会
情
勢
の
変
化

は
、
本
町
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
財
政

面
に
お
い
て
も
、
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

震
災
か
ら
の
復
興
と
将
来

の
発
展
の
た
め
、
持
続
可

能
な
財
政
構
造
を
堅
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
税
収
等
の

自
主
財
源
の
確
保
に
加
え

て
、
国
や
県
等
の
有
利
な

補
助
金
を
継
続
的
に
確
保

し
て
い
く
と
と
も
に
、
基

金
の
効
果
的
な
活
用
等
に

よ
り
、
財
政
の
安
定
性
の

向
上
を
図
り
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
付
税
措
置
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

答 

地
方
財
政
計
画
の
目
的
を

�

適
時
・
的
確
に
捉
え
有
利
な
財
政
措
置
を

青
山　
交
付
税
の
補
て
ん

材
料
と
し
て
の
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
交
付
税
な
が

ら
地
方
債
（
借
金
）
で
、

起
債
し
た
際
に
交
付
税
措

置
さ
れ
た
場
合
、
一
般
会

計
に
入
り
、
そ
の
お
金
が

使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
繰
上
げ
償
還
（
返

済
）
を
そ
の
都
度
に
さ
れ

な
け
れ
ば
借
金
の
ま
ま

後
々
に
ツ
ケ
と
し
て
残
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

の
場
合
、
交
付
税
措
置
の

恩
恵
と
は
な
ら
な
い
こ
と

を
ど
う
捉
え
ら
れ
る
の
か

尋
ね
ま
す
。

町
長　
臨
時
財
政
対
策
債

は
「
地
方
交
付
税
法
」
に

基
づ
き
、
元
利
償
還
金
の

全
額
が
、
後
年
度
地
方
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
地
方
団
体
へ
の
財
政
措

置
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
現
状
で
は
臨
時

財
政
対
策
債
相
当
額
を
賄

う
そ
の
他
の
大
き
な
増
収

が
見
込
め
る
状
況
で
は
な

い
こ
と
か
ら
も
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
し
て

必
要
な
事
業
を
安
定
的
に

実
施
し
て
い
く
に
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
必
要
か

つ
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

毎
年
、
発
行
可
能
限
度
額

を
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
借
入
時
に
は
、

元
金
均
等
償
還
を
選
択
す

る
こ
と
で
、
利
子
総
額
の

抑
制
に
努
め
る
と
と
も

に
、
民
間
資
金
の
借
入
に

よ
り
、
政
府
資
金
と
比
較

し
て
、
よ
り
低
利
率
で
の

借
入
を
実
施
す
る
な
ど
、

償
還
総
額
の
減
少
に
よ

る
、
将
来
負
担
額
の
削
減

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
お

い
て
は
、
引
き
続
き
、

「
地
方
交
付
税
制
度
」
等

に
基
づ
き
、「
地
方
財
政

計
画
」
の
目
的
を
適
時
・

的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
よ

り
有
利
な
財
政
措
置
を
検

証
及
び
選
択
し
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
必
要

な
事
業
へ
の
活
用
と
し

て
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2,044,023
2,157,852 2,218,510 2,210,315 2,259,263

1,729,332 1,756,513 1,670,037 1,738,505
1,528,815

323,566 332,100 323,416 316,740 241,496

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

主な歳入の推移 (単位:千円)

そ
の
他
の
質
問
事
項

・��

国
保
の
県
単
位
化
に
つ

い
て

・��

上
水
道
、
企
業
会
計
に

つ
い
て
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と　き　平成29年10月26日㈭　　宮城県七ヶ浜町
　宮城県の七ヶ浜町立亦

えきらく
楽小学校に学力向上対策事業の取り組みについて調査致し

ました。七ヶ浜町立亦楽小学校の低学年２年生、中学年３年生、高学年５年生の英
語コミュニケーション授業を参観させていただいた。その後、懇談させていただき
「七ヶ浜・グローカルプロジェクト」の取り組みの説明を受けました。「グローカル」とは、世界を見据え
て、地域に根ざすよう、グローバルとローカルを合わせた造語との説明がありました。七ヶ浜・グローカル
プロジェクトの内容は、①学力向上、②不登校改善、③英語を通したコミュニケーション力の育成、④地域
学習の充実、⑤地域に開かれた学校を目的に、町、教育委員会、小中学校が連携して取組んでいる内容でし

た。英語を通したコミュニケーション力の育成にお
いては、幼稚園・保育園から小中学校までの園児、
児童、生徒を対象に、明るく・楽しく・面白く授業
を進め、英語嫌いを出さないことを目指し、国際共
通語としての英語をツールにしたコミュニケーショ
ン力を培い、次世代を担う子どもを育成する内容で
した。
　地域に開かれた学校においては、小学校区ごとに
「小学校・地区民合同大運動会」を起ち上げて、教
育活動を通して活力ある地域社会を創る中で地域の
文化力を培う、開かれた学校を目指している内容で
した。

と　き　平成29年11月17日㈮　　埼玉県八潮市
　埼玉県八潮市に高齢者保健福祉施設の運営状況について調査致しました。
　八潮市の高齢者福祉施設「やしお苑」は、平成10年4月に八潮市で初めて開設
した高齢者福祉施設で、公設民営の施設です。運営者は昭和44年に法人設立し、

約50年間に渡り高齢者福祉事業を展開してきた社会福祉法人「名栗園」で、現在では同様の高齢者福祉施
設を8施設運営しております。八潮市より指定管理を受け施設運営しており、3階建の1階部分は、事務所、
デイサービス（定員60名）、居宅介護支援、地域包括支援センター、2階と3階が特別養護老人ホーム（定
員80名）、ショートステイ（定員12名）の入居者の生活スペースとなっております。従来型の施設で、個
室、２人部屋、４人部屋があります。
　運営状況については、時代の要請に応え、広く・遠くまで
入所者を把握できるオープンスペース的な考え方から、入所
者のプライバシーを尊重する方向にシフトしており、限られ
たハードの制約の中で、最大限の配慮がなされております。
　現在の課題は施設の老朽化と職員不足であり、特に職員確
保は深刻な問題として捉え、地元高校やハローワークへの働
きかけはもとより、定年に達した職員の再雇用（最年長：
79歳）や無資格者でも働きながら通信教育等により資格取
得までの費用を全額法人で負担するなど、様々な方策に取り
組み問題の解消を図っておりました。

行
政
視
察
報
告

総務教育常任委員会

産業民生常任委員会

総務教育常任委員会視察

産業民生常任委員会視察

調査した委員
委 員 長 薄葉　好弘
副委員長 冨永　創造

委　　員

藤井　精七
栗崎千代松
青山　英樹
鈴木　一夫
熊田　　宏

調査した委員
委 員 長 吉田　　伸
副委員長 三村　正一

委　　員

角田　秀明
大木　義正
加藤　宏樹
安井　敬博
鈴木　隆司
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝

で
真
船
選
手
の
第
一
区
走
り

を
応
援
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
早
々
に
矢
吹
町
出

身
の
選
手
を
応
援
で
き
る
喜

び
に
感
激
で
す
。

　

議
会
活
性
化
の
一
つ
と
し

て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

12
月
議
会
よ
り
本
会
議
の
映

像
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
視
聴
が
出
来
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
よ
り
、
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
繁
栄
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
文
責　

三
村
）

�

委
員
長
　
栗
崎
千
代
松

�

副
委
員
長
　
三
村
　
正
一

�

委
　
　
員
　
角
田
　
秀
明

�

　
〃
　
　
　
薄
葉
　
好
弘

�

　
〃
　
　
　
安
井
　
敬
博

�

　
〃
　
　
　
冨
永
　
創
造

社
会
人
に
な
っ
て

　
　
高
　
田
　
　
　
渉�

�
(

大
和
内)

　

私
は
昨
年
の
４
月
か
ら
社

会
人
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
３
月
ま
で
の
高
校
生
と

は
違
っ
て
自
分
の
発
言
や
行

動
が
直
接
的
に
会
社
に
と
っ

て
の
損
得
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
日
頃
の
生
活
か
ら
責

任
感
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。
で
す
が
、
入
社
か
ら

半
年
が
経
過
し
て
仕
事
に
も

慣
れ
始
め
、
働
く
事
の
楽
し

さ
や
難
し
さ
を
感
じ
る
事
も

で
き
、
や
り
が
い
が
あ
る
仕

事
が
で
き
日
々
の
生
活
が
充

実
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
る
よ
う
に
な
っ

て
政
治
「
選
挙
」
の
事
に
関

し
て
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
若
者
か
ら
年
配
の

方
々
ま
で
住
み
や
す
い
矢
吹

町
に
な
る
事
を
願
い
、
貴
重

な
１
票
を
投
票
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
沢
山
迷
惑
を
か

け
て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も

支
え
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ

め
、
沢
山
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
立

派
な
大
人
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

みんなのひろば

次回議会のご案内

●12月議会傍聴者は８名でした。
　ありがとうございました。

３月定例会
３月９日㈮　午前10時開会

一般質問
３月12日㈪・13日㈫ 予定

議会傍聴はどなたでもできます。
　申込みは不要です。直接役場３階議場へおいでください。
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118
E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

ひかり保育園年長組のみなさん


